信州公衆衛生雑誌　投稿テンプレート
【投稿された原稿データの概要を記載してください】
論文の種類：
和文ランニング・タイトル（20 文字以内）：
 
本文枚数：　　枚
図表の枚数：　　枚
別刷り希望数：　　冊


========== 以下、原稿　（記載後は【　】書き、説明など不要な部分を削除してご提出ください。）　==========
【和文題名】
こちらに記載ください。


【著者名、所属名、所属の住所　※所属名番号を右肩に付してください】
例：衛生太郎1)、衛生次郎1、2）
	1）衛生大学 薬学部
	2）衛生大学細菌研究センター


【欧文題名】
こちらに記載ください。

【著者名ローマ字】
和文と同じ順でこちらに記載ください。

【所属欧文名、住所欧文名】
和文と同じ順でこちらに記載ください。


【抄録：800字以内】　※総説・論説の場合は不要です。
小見出しは、「目的：」「方法：」「結果：」「考察：」とし、合計800字以内に納めてください。
※次ページより 抄録 を記載してください。（この文末から改ページ設定されています。）



（※総説・論説の場合はこのページを削除ください）
目的：◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
方法：◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
結果：◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
考察：◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯


【抄録の注意事項】
● 800字以内に納めてください。
　（25字×32行に設定されたこの1枚に納めてください）
● 語体、ひらがな文とし、なるべく日本医学用語委員会制定の用語を用いてください。
● 句読点は全角の「、」「。」とします。
● 度量衡の単位は、原則としてCGS単位を用い、次の例に準じてください。
　m　mm　μm　nm　ℓ　mℓ  μℓ　kg　g　mg　μg　mg/dℓ　ppm　℃　Bq　Gy　sec　min　hr
● 薬品名は一般名を使用してください。
● 動物、植物、細菌などの学名は2命名法によってイタリック体で記載してください。
　










（32行目の終わりで800字です）

【欧文抄録：200語以内】　※掲載したい場合のみ。総説・論説の場合は不要です。
こちらに記載ください。
記入後は、英文抄録文をマウスで選択し、ワードのタブ『校閲』より「文字カウント」機能を使って、「単語数」を確認し、単語数を文末に（●●●語）と明記ください。

【Key Words　※内容別索引作成に必要なキーワード】
日本語名（欧文名）で記載し、5個以内として、こちらに記載ください。
例：キーワード（Key Words）、タイムズニューローマン（Times New Roman）

 (
【
本文の記載にあたって注意点
】
●
 
図表は本文の後にまとめて、
「表」⇒「図の説明」⇒「図」の順序
で入れ、本文中には、図表を挿入したい行に、右寄せで
（←　図1）
　
と記載してください。
●
 
本文の区分け
（レベル順）
は、以下の通りで統一してください。
　Ⅰ．◯◯◯◯　⇒　
A
．◯◯◯◯　⇒　
1
．◯◯◯◯　⇒　
a
．◯◯◯◯　⇒　（
1
）◯◯◯◯　
●
 
本文は、
口語体、ひらがな文
とし、なるべく日本医学用語委員会制定の用語を用いてください。
●
 
本文の句読点は
全角の「、」「。」
とします。
●
 
度量
衡の単位は、原則として
CGS
単位
を用い、次の例に準じてください。
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●
 
薬品名は一般名を使用してください。
●
 
動物、植物、細菌などの学名は
2
命名法によってイタリック体で記載してください。
　
 
イタリック体：
animals
 
 
　
  
（フォント
Times New Roman
 
を選択し、「
Ctrl
」＋「
I
」のキーを押すとイタリック体になります。）
●
 
本文の最後に利益相反を下の例に従い、記載してください。
　　利益相反なし。／本研究は◯◯の資金提供を受けた。
　　◯◯の検討にあたっては、◯◯から測定装置の提供を受けた。
●
 
引用文献は、引用した箇所の右肩に番号を付し、引用順に記載してください。
　
引用
雑誌の略称は、欧文雑誌は
 
“Index 
Medicus
”
 
、和文雑誌は
医学中央雑誌に従った略記とします。
　
【雑誌の場合】
著者名：表題．誌名
 
巻：始項－終項．発行年．
　【著書の場合】著者名：表題．書名（編集者）．始項－終項．発行所．発行年．
　　但し、著者は最初の3名以内のみとし、それ以上は「他
」または「
et al
.
」としてください。
　　引用文献の区切りは
著者名の区切りは
「，」
、それ以外は
「．」とします。
)
※次ページより 本文 を記載してください。（この文末から改ページ設定されています。）


Ⅰ．見出し
本文の記載を、こちらより始めてください。
左側には行番号をつけてください。
（現在、本文原稿となる箇所にすでに用紙形式と行番号が設定されています）
本文中、図表を挿入したい行間には、右寄せで（←　図1）　と記載してください。


項目分けは、以下のレベル順としてください。
Ⅰ．◯◯◯◯	（レベル1：太字・ゴシック）
A．◯◯◯◯	（レベル2：ゴシック）
1．◯◯◯◯	（レベル3：ゴシック）
a．◯◯◯◯	（レベル4：ゴシック）
（1）◯◯◯◯	（レベル5：明朝）　


引用文献の具体的な記載は下記をご参考ください。
【例】
1）久保田美穂，柳沢茂，佐々木隆一郎，他：結核化学予防の服薬状況に関する一考察―結核集団感染事例の調査結果から―．日本公衛誌50：605-612．2003．
2）Sasaki R, Sakurai R, Aoki K, et al. : Cohort study on association of malignant neoplasms among the pulmonary tuberculosis patients in Nagoya TB Registry. J Epidemiol 2 (Supple) : 89-95．1992．
3）佐々木隆一郎：スクーリニング．疫学（日本疫学会）．151-162．南江堂．1996．




















=========== 以下、図表を挿入ください　===========


